
昭和52年3月T日発行 発行所富山県魚津市役所 fi(0765)22-2200(干937)昭和27年9月13日第3種郵便物認可/包月T日発行定価マ部20円

応喜良 二二
釦も三 ， 3 

今年こそ無事故を・~通安全を祈り水行(双葉町セントラル・/\ーキングで〉

広
報
は
毎
月
l
日
に
発
行
さ
れ
ま
す
。各
塞
腫
に
早
く
届
く
よ
う
「
}
協
力
く
だ
さ
い
。
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黒
い
雲
、
暗
い
空
、
毎
日
降
る
白
い
雪
、
今
日
も
明
日
も
続
く
大
雪

警
報
、
北
陸
地
方
は
、
昭
和
初
年
来
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
悲
鳴
に
も
似

た
う
め
き
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

山
間
地
で
は
、
も
う
七
回
も
屋
根
雪
お
ろ
し
を
し
た
家
が
あ
り
ま
す
。

全
市
民
協
力
し
て
除
雪
を

降
り
続
く
雪
に
、
市
も
全
力
を
あ
げ

て
除
雪
し
て
い
ま
す
が
、
幹
線
の
確
保

が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
細
部
ま
で
は
、
注

意
が
行
き
届
か
な
い
状
態
で
す
。

今
後
も
降
雪
が
続
け
ば
、
家
屋
の
倒

壊
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
老
人
宅
や
、
母
子
家
庭
、

ま
た
、
弱
い
木
造
の
家
な
ど
、
市
民
こ

hv清
河
市
長
の
説
明
を
聞
く
雪
害
視
察
団
一
行 ぞ

っ
て
除
雪
に
注
意
し
、
協
力
し
あ
っ

て
人
畜
に
被
害
の
で
な
い
よ
う
万
全
の

努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
の
出
火
に
備
え
て
避
難
口
の
除

雪
も
怠
ら
な
い

よ
う
。
ま
た
、
雪
崩
の

季
節
に
な
り
ま
す
か
ら
、
山
行
き
に
は

特
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
災
害
状
況

-
市
内
で
屋
根
雪
の
下
敷
に
な

つ
て
な
く
な
っ
た
人
、

二
人

(
こ
れ
は
、

一
人
暮
ら
し
な

ど
の
た
め
、
人
々
が
事
故
に

気
付
か
な
か
っ
た
た
め
。
)

2
市
が
現
在
ま
で
に
使
っ
た
除

雪
費
は
2
月
5
日
現
在
で
約

三
千
百
万
円
。

こ
の
状
態
で
は
、
今
冬
の

被
害
額
は
、
除
雪
費
だ
け
で

約
五
千
万
円
に
達
す
る
も
の

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

額
は
、
昭
和
印
年
度
の
除
雪

費
八
百
六
十
万
円
の
約
五

・

八
倍
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の

他
公
共
施
設
の
被
害
額
も
多

額
に
の
ぼ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
民
聞
の
被
害
や
、
森
林

な
ど
の
被
害
も
、
相
当
数
に
の
ぼ
る
も

の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪
害
視
察
団
来
市

豪
雪
の
被
害
状
況
を
調
査
す
る
た
め

に、

2
月
刊
日
午
後
5
時
釦
分
か
ら
、

天
野
光
明
衆
議
院
議
員
を
団
長
と
す
る

自
由
民
主
党
雪
害
対
策
視
察
団
が
来
市

し
、
市
役
所
第
一
会
議
室
で
、
清
河
市

長
か
ら
雪
害
の
状
況
を
く
わ
し
く
聞
き

ま
し
た
。

席
上
清
河
市
長
か
ら
、
「
豪
雪
地
帯
の

視
察
に
感
謝
し
、
国
の
恒
久
的
対
策
を

期
待
し
て
い
ま
す
U

と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
除
雪
費
の
全
額
国
庫
負
担
な
ど
六

項
目
に
わ
た
る
要
望
書
を
提
出
。

こ
れ
に
対
し
、
天
野
本
部
長
は
、
雪
害

を
災
害
と
閉
じ
別
わ
く
の
財
源
措
置
と

し
て
恒
久
的
な
制
度
化
を
図
り
た
い
。

交
通
事
故
防
止
の
面
か
ら
、
歩
道
の

除
雪
・に
も
補
助
を
検
討
し
た
い
。
と
意

見
を
述
べ
約
初
分
間
で
視
察
を
終
り
、

次
の
視
察
地
新
潟
へ
向
い
ま
し
た
。

豪
雪
に
よ
る

特
別
融
資
制
度
の

ご
案
内

県
で
は
、
豪
雪
の
被
害
を
受
け
た
中

小
企
業
者
に
対
し
、
特
別
融
資
制
度
お

よ
び
特
別
保
証
制
度
を
創
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
生
産
額
あ
る
い
は
売
上
額

が
前
年
同
期
に
く
ら
べ
、
お
お
む
ね
叩

%
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
」
ま
た
は

「
豪
雪
に
よ
る
工
場
、
事
業
所
等
の
倒

壊
等
直
接
被
害
が
い
ち
じ
る
し
い
こ
と
」

な
ど
が
、
融
資
の
対
象
と
な
る
も
の
で

す。
融
資
希
望
者
は
、
金
融
機
関
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
被

害
証
明
が
必
要
で
す
の
で
、
市
商
工
水

産
課
へ
印
鑑
な
ら
び
に
比
較
で
き
る
書

類
等
を
お
持
ち
の
う
え
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

-
中
小
企
業
豪
雪
特
別
融
資
制
度

マ
貸
付
限
度
額

l
五
百
万
円

マ
利
率

1
八
%
以
内
(
年
)

マ
保
証
料

1
0
・
六

%

マ
償
還
期
限

1
昭
和
臼
年
ロ
月
白
日

マ
取
扱
期
間

l
3
月
白
日
ま
で

-
中
小
企
業
豪
雪
特
別
保
証
制
度

マ
貸
付
限
度
額

1
一
千
万
円
(
通
常
保

証
枠
五
千
八
百
万
円
の
別
枠
と
し
て

設
定
)

マ
保
証
料

1
0
・
六

%

マ
保
証
期
間

1
運
転
資
金
一
年
以
内

設
備
資
金
二
年
以
内

マ
取
扱
期
間

1
昭
和
臼
年
3
月
出
日

(2) 

今
月
の
表
紙

水
槽
の
中
に
雪
を
入
れ
て
、
頭

か
ら
ざ
ぶ
り
、
ざ
ぷ
り
。

瀕
増
す
る
受
通
事
故
を
な
く
し

よ
う
と
、

2
月
刊
は
日
午
前
叩
時
か

ら
市
内
双
葉
町
、
セ
ン
ト
ラ
ル

・

パ
ー
キ
ン
グ
で
珍
し
い
寒
中
水
行

ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。

こ
れ
は
、
日
蓮
宗
富
山
県
修
法

師
会
の
お
坊
さ
ん
十
人
ガ
参
加
し

て
、
交
通
安
全
と
世
界
平
和
を
祈

願
し
て
行
な
っ
疋
も
の
で
、
北
陸

の
寒
風
に
も
、
び
く
と
も
せ
ず
、

声
高
ら
か
に
経
文
を
と
な
え
一
人

十
五
回
以
よ
頭
か
ら
冷
水
を
か
ぶ

っ
て
無
事
祈
願
を
終
り
ま
し
定
。

こ
の
あ
と
、
会
場
に
集
ま
つ
だ

信
者
や
見
物
人
に
、
受
通
安
全
の

お
守
り
を
配
布
、
そ
の
浄
財
八
万

七
干
六
百
六
円
を
、
交
通
遺
児
の

だ
め
に
と
そ
っ
く
り
魚
津
善
意
銀

行
に
寄
惜
し
ま
し
だ
。
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市
・
県
民
税
の
申
告

こ
と
し
も
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
市
県
民
税
の
申
告
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、
臼
年
度
の
課
税
資
料
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

納
得
の
い
く
税
金
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
期
限
は
3
月
日
日

ωで
す
。

申
告
用
紙
は
2
月
中
旬
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
し
ま
し
た
が
、

同
封
の
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
を
お
読
み
に
な
っ
て
、
必
要
事
項
を

記
入
さ
れ
、
市
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
申
告
用
紙
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
な
く
し
た
人
は
税
務
課

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
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。
申
告
の
必
要
な
人

①

臼

年

1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住

所
の
あ
る
人
。

②
事
業
所
得
等
(
商
業

・
工
業

・
農

業

・
医
業

・
不
動
産

・
譲
渡

・
配
当

・
利
子
等
)
の
あ
っ
た
方
。

4

司
ご
利
用
く
だ
さ
い
税
務
相
談

③
給
与
所
得
の
ほ
か
に
他
の
所
得
(

配
当

・
不
動
産

・
譲
渡

・
農
業
所
得

等
)
の
あ
っ
た
方
。

④
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、

日
年
の

中
途
で
退
職
等
の
た
め
所
得
税
の
年

末
調
整
が
き
れ
な
か
っ
た
方
。

⑤
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
雑
損
控

除
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
。

〈
〉
確
定
申
告
書
を
出
さ
れ
る
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
人
は
、
市
県
民
税
の

申
告
書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

確
定
申
告
書
の
な
か
に
「
住
民
税
、

事
業
税
に
関
す
る
事
項
」
の
欄
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
必
ず
書
い

て
く
だ
さ

②

市
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た

場
合
は
、
事
業
税
の
申
告
書
の
提
出

は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
〉
申
告
を
し
な
い
と

八
〉
相
談
所
を
開
設

3
月
日
日
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午
ま

で
、
日
曜
日
は
除
く
。)
市
税
務
課
内
に

相
談
所
を
聞
い
て
い
ま
す
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

固定資産課税台帳

臼
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
る
課

税
台
帳
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
か
ら
、
関
係
者

は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
き
い
。

1
縦
覧
の
場
所
市
税
務
課

2
縦
覧
の
日
時

を縦覧します

3
月
1
日
か
ら
3
月
辺
日
ま
で
の
日
曜
、

祭
日
を
除
く
、
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で

(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
、
午
前

8
時
初
分
か
ら
正
午
ま
で
)

~
寸
簡
易
保
険
の
還
元
融
資

一

一
五
億
三
、
四
O
O
万
円

一

(

日

年

ロ

月

末

現

在

)

「
l
学
校
、
公
営
住
宅
、
都
市
計
画
等
に

簡
易
保
険
の
お
客
さ
ま
か
ら
、
毎
じ
て
融
資
さ
れ
て
お
り
、
魚
津
市
に

月
払
い
込
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
保
は
、
日
年
ロ
月
末
現
在
で
、
五
億
三
、

険
料
は
積
み
立
て
ら
れ
、
保
険
金
や
四

O
O
万
円
が
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ

配
当
金
と
し
て
お
支
払
い
す
る
ま
で
そ
の
う
ち
、
東
部

・
西
部
両
中
学

の
間
「
確
実
、
有
利
、
公
共
の
利
益
」
校
、
吉
島
、
経
団
、
道
下
、
上
野
方
、

に
な
る
よ
う
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
倉
の
各
小
学
校
や
、
学
校
給
食
セ

こ
の
資
金
は
、
七
兆
七
、
二
五
三
ン
タ
ー
へ
の
融
資
額
は
、
二
億
四
、
四

億
円
に
達
し
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
六

O
万
円
に
達
し
て
お
り
、
義
務
教

を
進
め
る
た
め
に
、
都
市
計
画
学
育
施
設
の
整
備
拡
充
に
大
い
に
役
立

校
、
住
宅
、
道
路
な
ど
公
共
施
設
の
っ
て
い
ま
す
。

川

整
備
拡
充
に
地
方
公
共
団
体
等
を
通

魚
津
郵
便
局

7
1
f-f

j
z
f・3
3
1
1
・j
-
j
z
L

m
w



〈
〉
お
宅
は
加
入
済

で
す
か
。
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ニ
六

O
円
の
掛
金
で
、

最
高
八

O
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す

市
民
交
通
傷
害
保
険
が
で
き
て
、
今
年
で
叩
年
目
を
迎
え
ま
す
。

今
ま
で
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
、
こ
の
保
険
に
加
入
し
て

い
た
た
め
に
助
か

っ
た
と
多
く
の
人
に
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
叩
年
間
で
こ
の
保
険
か
ら
一
千
五
十
七
万
四
千
円
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。
掛
金
は
、
一
人

一
年
三
六

O
円
で
す
か
ら
、
家
族
ぐ
る
み

の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

マ
加
入
資
格
は

本
市
に
住
ん
で
い
る
方
や
、
市
内
へ

通
勤

・
通
学
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
人

一
口
に
限
り
ま
す
。

マ
申
し
込
み
受
け
付
け
は

3
月
1
日
か
ら

各
世
帯
に
配
付
さ
れ
た
チ
ラ
シ
の
裏

に
印
刷
さ
れ
て
い
る
加
入
申
込
書
に
、

保
険
料
を
添
え
て
生
活
環
境
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
経
団
地
区
に
つ
い
て
は
、

3
月
初
日

ま
で
連
絡
所
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。)

マ
安
い
掛
金
で
日
万
円
を
保
障

一
人

一
年
分
の
保
険
料
は
昨
年
同
様

三
六

O
円
で
、
中
途
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
月
割
三

O
円
の
計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
の
保
険
制
度
は
、
毎
年
4
月
1
日

か
ら
翌
年
3
月
白
日
ま
で
の
一
か
年
契

約
と
な

っ
て
い
ま
す
。
(
中
途
加
入
者
に

つ
い
て
は
、
受
け
付
け
時
よ
り
3
月
訂

固
ま
で
で
す
。)

』

F
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
町
を

マ
支
払
わ
れ
る
保
険
金
は

。
死

亡

時

八

O
万
円

。
け
が
を
し
て
失
明
し
た
り
、
片
手
片

足
を
失

っ
た

時

五

O
万
円

。
け
が
を
し
て
医
師
の
治
療
を
受
け
た

主
リ治

療
期
間
6
か
月
以
上
一
二
万
円

H

5

か
月
以
上
1

6
か
月
未
満
九
万
円

H
4
か
月
以
上
i

5
か
月
未
満
七
万
円

H

3

か
月
以
上
1

4
か
月
未
満
五
万
円

H

2

か
月
以
上
1

3
か
月
未
満

三
万
円

H

1

か
月
以
上
1

2
か
月
未
満

三
万
円

H

1

週
間
以
上
i

1
か
月
未
満

一

万

円

H

1

週
間
未
満
五
千
円

マ
他
の
保
険
と
の
関
連
性

こ
の
保
険
は
、
他
の
保
険
や
賠
償
金

な
ど
と
は
関
係
な
く
支
払
い
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
生
活
環
境
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
宮
内
線
2
8
5
番
)

』
F

新
し
い
保
険
証

国
保
の
保
険
証

が
変
り
ま
す

現
在
、
皆
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
茶

色
の
ふ
ち
ど
り
の
保
険
証
(
被
保
者

証
と
い
い
ま
す
。)
の
有
効
期
限
が
臼

年
3
月
白
日
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

4
月
1
日
か
ら
は
、
紫
色
の
ふ
ち
ど

り
の
あ
る
新
し
い
保
険
証
に
か
わ
斗

ま
す
。
こ
の
新
し
い
保
険
証
は
、

3

月

n
日
こ
ろ
か
ら
各
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
す
。
古
い

保
険
証
を
返
し
て
か
ら
新
し
い
保
険

証
の
内
容
を
た
し
か
め
て
受
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

現
在
、
古
い
保
険
証
を
使
っ
て
お

ら
れ
る
家
庭
で
は
、
後
日
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
、
市
民
課
の
国
保
係
に
返

し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は

4
月
1
日
か
ら

有
効
で
す
が
、
保
険
証
に
記
載
し
て

あ
る
事
項
は、

3
月
日
日
現
在
の
も

の
で
、

3
月
時
日
か
ら

3
月
白
日
ま

で
の
聞
に
異
動
の
あ
っ
た
世
帯
は
、

保
険
証
を
持
っ
て
、
市
民
課
の
窓
口

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
保
険
証
の

有
効
期
間
は
、
日
年
9
月
初
日
ま
で

で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

(4) 
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、できたぞ、

おらが公民館…
布施谷節の里
一一西布施地区

かのこゆりと、

今
年
は
豪
雪
、

雪
の
降
り
し
き
る
2

月
1
日
、
小
川
寺
に
、
に
こ
に
こ
し
た

顔
が
集
ま
っ
て
来
ま
す
。

今
日
は
西
布
施
地
区
民
待
望
の
公
民

館
の
完
工
式
で
す
。
館
に
は
紅
白
の
ま

ん
幕
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

式
は
清
河
市
長
は
じ
め
県
知
事
代
理

な
ど
来
賓
多
数
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
、

席
上
、
清
河
市
長
か
ら
「
新
し
い
公
民

館
を
大
い
に
活
用
し
て
、
地
区
の
発
展

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
が
あ

り
、
公
民
館
建
設
に
功
労
の
あ
っ
た
方

々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

h
F
謝
辞
を
の
ベ
る
高
島
義
信
区
長
会
長

建
設
さ
れ
た
公
民
館
の
規
模

、=1 ..- I ~雫・\・，

...完工した公民館

公
民
館
は
、
旧
役
場
跡
に
建
設
さ
れ
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
で
、

一
階
に
は
研
修
室
と
実
習
室
、
事
務
室
、

湯
沸
室
な
ど
が
あ
っ
て
、
研
修
会
や
料

理
教
室
が
開
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

二
階
は
会
議
室
に
研
修
室
、
図
書
室
、

談
話
室
な
ど
が
あ
っ
て
各
種
活
動
に
利

用
で
き
ま
す
。

一
階
の
事
務
室
は
今
ま

で
の
連
絡
所
を
か
ね
て
お
り
、
建
物
の

延
面
積
は
、
三
四
九
、
三

O
平
方

μ
で、

総
工
費
三
千
五
百
九
十
二
万
四
千
円
を

要
し
ま
し
た
。

市
内
公
民
館
建
設
の
現
状

公
民
館
建
設
は
「
地
域
の
発
展
は
公

民
館
建
設
か
ら
」
と
、
市
が

一
地
区
一

公
民
館
を
目
標
に
毎
年
一
館
ず
つ
建
設

し
て
い
る
も
の
で
、
現
在
ま
で
に
、
加

積
、
上
中
島
、
上
野
方
と
西
布
施
の
四

地
区
で
完
成
を
見
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
松
倉
地
区
に
は
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

臼
年
度
は
片
貝
地
区
に
公
民
館
の
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

敷
地
の
こ
と
や
、
建
設
に
い
ろ
い
ろ

苦
労
さ
れ
た
公
民
館
長
さ
ん
や
、
地
区

代
表
の
方
に
そ
の
よ
ろ
こ
び
を
聞
い
て

見
ま
し
た
。

公
民
館
長

大
沢
米
作
さ
ん

皆
さ
ん
方
の
お
か
げ
で
、
本
当
に
す

ば
ら
し
い
公
民
館
を
建
て
て
い
た
だ
き

心
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
こ
の
立
派
な
公
民
館
を
誠
意
を

こ
め
て
管
理
し
、
活
動
を
活
発
に
展
開

し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
西
布
施
地
区

を
作
る
こ
と
に
精
進
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

公
民
館
主
事

谷
崎
耕
民
さ
ん

今
ま
で
古
い
木
造
の
ガ
タ
ガ
タ
き
し

む
建
物
で
、
婦
人
会
・

青
年
団

・
老
人

ク
ラ
ブ
や
若
妻
会
な
ど
不
自
由
な
思
い

で
活
動
を
進
め
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
ん
な
立
派
な
公
民
館
が
完

工
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
活

発
に
そ
う
し
て
熱
心
に
住
民
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

婦
人
会
長

大
谷
ヨ
シ
エ

さ
ん

こ
ん
な
に
立
派
な
公
民
館
が
で
き
た

こ
と
は
、
夢
の
よ
う
な
ん
で
す
。

や
り
た
い
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

今
後
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
方
達
と
も
協

力
し
て
、
文
化
の
香
り
高
い
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
、
新
し
い
教
養
の
場
を
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
団
長

谷
崎
恒
夫
き
ん

今
ま
で
、
古
い
公
民
館
で
毎
日
活
動

を
続
け
て
来
ま
し
た
。
今
こ
こ
に
新
し

い
公
民
館
が
完
工
し
た
こ
と
は
、
地
区

の
一
員
と
し
て
よ
ろ
こ
び
に
た
え
ま
せ

ん
。
今
後
一
層
こ
の
公
民
館
を
拠
点
と

し
て
若
者
な
り
に
活
発
に
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

「
.
4

・4・4・4・0・4・4・0・4・4・4・4・J

一

増
発
さ
れ
る
県
政
パ
ス
教
室
一

…
今
年
の
県
政
パ
ス
教
室
は
、
皆
き
…

…
ん
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
増
発
さ
れ
…

…
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
魚
津
地
区
…

一
の
次
の
パ
ス
教
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
一

e

-

v

e

 

…

実

施

日

申

込

締

切

日

…

…
4
月
6
日
附

3
月
日
日
…

一
4
月
日
日
附

H

+
 

…4
月
U
日
制

H

…

一5月
4
日
附

H

一

…
5
月
日
日
…W

H

…

…5
月
四
日
制

H

…

…
5
月
お
日
附

H

…

…
申
し
込
み
と
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
…

…
魚
津
市
新
宿
叩
番
7
号

…

一

魚

津

総

合

庁

舎

内

一

一

魚

津

地

方

県

民

相

談

室

一

…

竺

一

1
5
3
1
1
番
へ
ど
う
ぞ
。

…
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国
民
年
金
保
険
料
が

改
め
ら
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

一
、
四
O
O
円
で
し
た
が
、
臼
年
4
月

か
ら
は
月
額
三
、
二
O
O
円
に
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
高
額
の
年
金
を
希
望
さ
れ
る
方

の
た
め
の
付
加
年
金
の
保
険
料
は
、
現

行
ど
お
り
四
O

O
円
の
す
え
お
き
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
方
は
月
額
二
、
六
O

O
円

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
年

を
と
っ
た
と
き
に
老
齢
年
金
を
、
母
子

世
帯
に
は
母
子
年
金
を
と
い
う
よ
う
に

加
入
者
の
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
昨
年
叩
月
に
は
大
幅
に
年
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
年
金
額
の
引
き
上

げ
と
あ
い
ま
っ
て
、
保
険
料
負
担
の
急

増
を
避
け
な
が
ら
年
を
追
っ
て
段
階
的

に
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ

と
、
思
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
の
安
定

だ
け
で
な
く
、
万
一
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
も
生
活
の

支
え
と
な
り
ま
す
か
ら
、
保
険
料
の
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
ひ
ご
ろ
か
ら
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
国
民
年
金
で
は
あ
な
た
が
、

二
、
二
O
O
円
の
保
険
料
を
納
め
る
と
、

国
が
あ
な
た
の
受
け
る
年
金
額
の
約
三

割
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
人
に
は
、
保
険
料
の
「
免
除
制
度
」

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
市
民
課
国
民
年
金

係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

国
料民
の年
3納金
月期保
では険
す

日
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
最
終

納
期

(
1
、
2
、
3
月
分
)
の
期
限
は

3
月
白
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

う
っ
か
り
し
て
、
納
期
限
に
遅
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

町
内
(
部
落
)
の
年
金
組
織
に
加
入

の
克
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
金
委
員
を
通
じ

て
納
め
て
い
た
ず
け
れ
ば
よ
い
し
、
組

織
に
未
加
入
の
方
は
、
直
接
金
融
機
関

(
銀
行
、
信
用
金
庫
)
ま
た
は
農
協
、

市
役
所
窓
口
で
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

な
お
昨
年
4
月
以
降
(
一
、
二
、
三

期
分
)
の
未
納
の
あ
る
方
は
、
併
せ
て

こ
の
期
限
内
に
納
め
未
納
に
な
ら
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
う

っ
か
り
納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
年
金
係
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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一
年
、
巳
年
は
六
年
、
午
年
は

一
年
、

末
年
は
一
年
、
申
年
は
二
年
、
酉
年

は
六
年
、
成
年
は
二
年
、
亥
年
は
三

年
と
な
り
、
巳
年
が
凶
作
に
な
る
確

率
は
七
O
%
で
、
不
作
年
次
ま
で
計

算
す
る
と
百
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
確
か
に
他
の
十
二
支
よ
り
も
凶

作
?
と
な
る
確
率
が
高
い
よ
う
で
す
。

正
月
に
入
っ
て
か
ら
海
外
ニ
ュ
ー

ス
を
み
て
お
り
ま
す
と
、

雪
の
降
ら

な
い
国
に
雪
が
降
っ
た
り
、
世
界
で

も
文
明
の
発
達
し
て
い
る
こ
と
は
恥

ー
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
、
寒
波

に
よ
っ
て
四
十
人
程
凍
死
し
た
よ
う

に
、
近
年
械
に
み
る
異
常
気
象
が
地

球
を
襲
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

以
上
八
方
審
り
で
意
気
消
沈
す
る

こ
と
ば
か
り
列
記
し
ま
し
た
が
、
作

物
は
生
き
物
で
あ
る
と
い
う
考
え
に

立
っ
て
、
省
力
を
省
略
と
勘
違
い
し

な
い
よ
う
に
、
基
本
技
術
を
忠
実
に

守
り
、過
去
の
体
験
を
十
分
生
か
し
、

い
か
な
る
気
象
変
動
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
研
鍛
を
重

ね
、
被
害
を
最
少
限
度
に
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
た

い
も
の

T
す。

(
農
業
改
良
普
及
所
魚
津
支
所
)
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1

電
灯
の
ス
イ

ッ
チ
は
、
こ
ま
め
に
脱
水
し
て
か
ら
す
す
ぎ
ま
す
と
、

電

平
底
は
二
%
ほ
ど
熱
量
節
約
と
な
り

8

水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
(
蛇
ん

消
し
ま
し
ょ
う
。
(六
O
ワ
ッ
ト
の
鑑
気
代
は
%
く
ら
い
で
す
み
ま
す
。)

ま

す

。)

口

か

ら

糸

を

ひ

く

よ

う

な

水

で

も

、

一

光
灯
を
三
分
間
中
座
す
る
た
び
に
消
4
冷
蔵
庫
は
、

壁
か
ら
離
し
て
、
風

6

車
の
速
度
は
ひ
か
え
め
に
し
ま
し
二
四
時
間
で
風
呂
を
わ
か
す
量
に
な
ん

せ
ば
、
一
回
三
W
/
h

節

約

で

き

ま

通

し

の

良

い

所

に

置
き
ま
し
ょ
う
。

ょ
う
。
(一

般

道

路

で

経

済

的

運

転

速

り

ま

す

。)

て

)

(

置
き
場
所
で
電
気

の
消
費
を
一
了

度

は

四

O

M

/
h
前
後
で
す
。

一
0

9

ム
ダ
な
包
装
は
こ
と
わ
り
ま
し
ょ
…

2

テ
レ
ビ
の
ス
イ

ッ
チ

は

、

こ

ま

め

三

割

節

約

で

き

ま

す
。)

O

M
/
h
か
ら
八
O
M
/
h

に

減

速

う

。

(
紙
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
の
包
♂

に
切
り
、
外
出
時

・
就
寝
時
は
プ
ラ

5

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
コ

ッ
ク

の

全

開

は

す

る

と

一
0
1
二
O

%
の
ガ
ソ
リ
ン
装
が
ゴ
ミ
と
な
っ
て
清
掃
事
業
費
の
九

グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。
(一

日
三
O
分

着
火
の
と
き
だ
け
で
、
あ
と
は
鍋
底
が
節
約
で
き
ま
す
。)

負
担
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。)

♂

の
節
約
で
、
二
O
型
の
場
合
一
か
月
に
炎
の
先
が
あ
た
る
よ
う
調
整
し
ま

7

窓

・
ド
ア
の
す
き
間
を
ふ
さ
ぎ
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
ん
な
面
で
節
句

約
二
附
/
h

、

プ

ラ

グ

を

抜

く

こ

と

し

よ

う

。
ま
た
鍋
や
ヤ
カ
ン

の
水
気

窓
際
に
は
カ
ー
テ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。

約
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
限
ら
れ
た
資
♂

に
よ
り
就
寝
時
八
時
間
で

一
か

月

約

を

ぬ
ぐ
い
、

平
底
の
も
の
を
利
用
し

(す
き
間
風
防
止
に
よ
り

一
五

1
三

源
を
有
効
に
使
う
よ
う
皆
で
気
を
つ
け
九

二
削
/
h
節
約
で
き
ま
す
。)

ま
し
ょ
う
。

(
コ
ッ
ク
全
開
時
と
%

O

%

の
岐
房
費
が
、
カ
ー
テ
ン
に
よ
ま
し
ょ
う
。

♂

3

洗
濯
機
一
回
分
の
分
量
毎

に

ま

と

ほ

ど

に

し

ぼ

っ
た

場

合

と

で

は

、

火

り

五

O
%

近

く

の

熱

損

失

が

防

げ

ま

九

め
、
洗
剤
は
適
量
に
。
す
す
ぎ
は
脱
の
強
さ
は
変
わ
ら
ず
約
四
%
節

約

に

す

。
カ

ー

テ

ン

は

で

き

る

だ

け

床

ま

♂

水
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。(
一

度

な

り

ま

す

。
ま
た
丸
底
に
く
ら
べ
て
で
下
げ
る
方
が
有
効
で
す
。
)
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8，162万円が灰に

第3磁駆使物認可 鹿沼うおづ 52.3.サ

資源とエネルギーを(

。

こ
の
ほ
ど
日
年
中
の
火
災

・
救
急

・
海
難
統
計

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3
月
は
出
火
の
多
い
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら

火
の
元
に
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

。 。

。

。

。

。

。
比 較 昭和51 昭和50

火 建 物 14f牛 12f牛

グく
中本 町' lf牛 。
自白 自自 。 1件

件
その他 3件 3件

数 メo入 計 18件 16f牛

損 害 見積額 81，619千円 27，584千円

全損 10 5 
焼損
半損 5 2 

むね数
部分損 13 9 

権災世帯数 27 11 

羅災人員 134 53 

焼失 建 物 l，082m' l，OOlm' 

面積 林 野 23A 60A 

人的 死 者 。 l 

被 害 傷 者 9 

家庭でできる節約

事故別救急出動状況

l〉jq
火 水 交 労 運 力日 自 急 そ 不 Jロ'" 

働 動 均支 損
グ〉 搬

グく 競 負 行

災 難 通 ヨE司z 技 f~ 三ZコZ 為 病 他 窓 5十

出動件数 2 3 110 23 8 82 8 15 230 23 504 

数急件数 2 2 101 21 8 76 6 13 214 14 47 504 

搬送人員 4 2 128 24 9 77 6 13 214 14 491 

過去 5ヶ年の海難救助状況

決出 救 救 救 楠船体額見() 千円 沿岸 市町動助助助

回 隻 屯よー 人 込俗、 滑 立黒11三人官 朝日のそ
数 数 数 員 体市市川市口p 首町町他

47 I 17 I 13 I 307 . 1 I 49 I 54 ，600 111 1111113 

48 1 14 1 10 1 354.9 1 4369，40071111111113 

49 I 21 I 18 I 212.6 I 73 I 78，20014 1 31 11 11 11 1 

5o I 16 I 15 I 143.0 I 59 I 41，55o 1 12 1 11 11 1 11 1 

51 I 11 I 8 I 102.86 I 34 I 128，23o 1 5 1 1 41 2 

合計 7964 1 1120.46258371，98o 1 49 1 61 81 51 61 5 

贈 と とて 会す聞をまき にんまら当こきご、とせ 母
れ日ろ 母おて

すま は、 から 月3 席出〈 子庭家童児 母き 入千もく' ぃ苦YH乙~_L_ 子
県役所市正 13だ ん学待を- dZZh 主~呈;. ~瞳K司
地主市と 3 午ま (午前日日) いき カらミ 今年も、 つ Z の の庭
市1m.か F大議室会皆 で 。 、の てと ー。 新
ら 親 、 い胸 }お
お 9 子入ーるを
母

子福祖会上祝 時 そ学足おふ 案内祝入
品 30 ろ祝き子く
が 分 ついきさら

(7) 



第3磁郵便物箆司鹿担 うあ、づ 52.3.1

魚津市明るい社会づくり推進協議会

マ
市
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は

明
る
い
社
会
づ
く
り
は
ま
ず
、
あ
い
さ
つ
か
ら

マ

と
「
オ
ア
シ
ス
」
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

マ
こ
の
ほ
ど
、
明
る
い
笑
顔
は
青
少
年

か
ら
と
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、

市
内
小

・
中

・
高
校
生
か
ら
「
オ
ア
シ

ス
」
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集

し
て
関
心
を
た
か
め
、
優
秀
作
品
に
は

賞
状
と
賞
品
を
贈
り
表
彰
し
ま
し
た
。

参
加
作
品
は
、
三
百
五
十
点
で
、
い

ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
、

2
月
日
日
か

③②②⑧ 

ら
2
月
初
日
ま
で
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
一

般
市
民
の
観
賞
を
受
け
大
変
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、次
の
標
語
は
、「
オ
ア
シ
ス
」

運
動
で
推
奨
し
て
い
る
も
の
で
す
。

各
家
庭
や
、
学
校
、
職
場
な
ど
で
、

明
る
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

「
お
早
ょ
う
"こ
ざ
い
ま
す
」

「
あ
り
“か
と
う
"こ
ざ
い
ま
す
」

「
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

企
金
賞

・
大
町
小
五
年

安
田
正
子
さ
ん
の
作
品

砂
金
賞

・
東
中
二
年

坂
本
和
雄
君
の
作
品

ムムム

iah
a
-
r

'
企
金
賞

ノ
明
日

4
寸

る
で
イ

7
2人
.

妨

村
木
れ
れ
子
さ
ん

乏
を
ち
・ヰマ
n
kH
J14

金
賞東
中室
谷
佳
枝
さ
ん
V

育
て
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

豪
雪
で
美
し
い

話
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
冬
の
雪
で
、
一
番
困
っ
て
い
る
の

は
な
ん
と
言
っ

て
も
一
人
暮
ら
し
の
老

人
方
と
、

母
子
家
庭
の
人
達
と
思
い
ま

す
。今

久
・
¥
こ
の
よ
う
な
家
庭
に
対
し
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
、
地
域
ぐ
る
み
の
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た、

市
内
の
大
学
受
験
生

M
君
が
、
去
る
2

月
比
日
、
屋
根
雪
が
一

灯
五

O
勺
以
上

も
積
っ
て
困
っ
て
い
た
、
村
木
町
の
母

子
家
庭
柳
原
良
子
さ
ん
方
の
雪
お
ろ
し

1
11
1
11
141Ili--J
1
j
一
を
申
し
で
て
、

早
速
一

人
で
全
部

一イ

〉

二

口

、，
¥ハ
M
泊

r

h
一

一

向
割
以
史

¥¥
一

E
J制
合

V

一
一

の
雪
を
お
ろ
し
て
立
ち
去
り
、

一
l

川
M
lぎ
一

l
b「
全

一

町
に
明
る
い
話
題
を
呼
ん
で
い
ま

一
局
紙
製
弓
廷
で
¥
一
次
実
仰
対

¥一

一

す
。

・
と

-

d

E

4
ミ
¥
¥
一

¥
1
L
/

¥凶
〈
¥
¥
一

一
ひ
一
¥
べ
/

寺

可

否
と
え
/

ミ
刈
¥
一
一
こ
の
よ
う
な
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
た
一
ヲ

υ要
ふ

糸
川
一

号
、
、
一一

一
三

一
8
5二
、

-e代々J
R
¥
¥士

精
神
こ
そ
、
地
域
社
会
の
弱
者
を

三
を
う
し
て¥
L

Z
ド
ト
¥
一

:一

dl'b
叩
l
k
k
hフ
勺

J
I
l
t
ら

一
一

守
り
、
明
る
い
社
会
を
作
る
原
動

・
右一

.
5
2
、y
i

、
-

b

一
ー
詣
W
T
11

、1」
¥

F

一

一つ一

4
d腿
い
同
ヤ
ル
線
材
可
ド
片
4.
一
一
力
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
心
に

冶

一

同

も

-

e
一¥子
げ
J
C
T!
00
一

一
心一

、

b

一f
y
」

i
d
--一
奉
仕
の
精
神
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

、感lωなM少年目子
家庭の雪おろしを

して立ち去る、

(8) 



生後91日以上の犬は毎年 1田市

町村役場に申請 して犬の登録をし

鑑札を受けて毎年 2回春と秋に狂

犬病予防注射を受けることになっ

ています。春の狂犬病予防注射を

下記の日程で行いますから、最寄

りの会場で受けてくださし、。なお

未登録犬の受け付けも同時に行な

っています。

b登録手数料 300円

1>注射料 650円

1>注射消票交付手数料.150円。4月 1日(創
9時-9時30分

1 0時-1011寺30分

1111寺-1211寺

04月 2日佳)

9時-10時 農協上野方支所

10時30分一11時30分

住吉小学校

保健所

zt市
立中
52往
来

富
山
県
海
外
技
術
研
修
員

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
女
子
大
生

清
沢

・
ア
ナ

マ
リ
ア
さ
ん

ω歳

清
沢
さ
ん
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ

ェ
イ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

・
ブ
ル
サ

ッ
コ
の

出
身
で
、
お
国
に
は
ご
両
親
と
お
兄
さ

ん
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
お
ば
さ
ん

が
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、
福
野
町
の
出
身

・
県

第3礎郵便物認可鹿沼 うおづ 52.3.1

犬の登録と

予防注射

清沢アナマリアさん

の
海
外
技
術
研
修
員
と
し
て
、
市
内
加

積
地
区
の
県
果
樹
分
場
で
、
果
樹
の
栽

培
を
勉
強
し
て
い
る
熱
心
な
お
嬢
さ
ん

で
す
。

特
に
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
改
良
に
欠
か

せ
な
い
高
接
ぎ
の
技
法
を
習
得
す
る
た

め
に
、
実
習
を
柏
み
重
ね
て
い
ま
す
。

昨
年
の

7
月
か
ら
来
市
さ
れ
、
こ
の

3
月
で
研
修
を
終
了
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

清
沢
さ
ん
の
町
は
、

雪
が
降
ら
な
い

そ
う
で
、
気
候
は
、
日
本
に
よ
く
似
て

お
り
、
魚
津
の
方
が
少
し
寒
い
そ
う
で

す
。
農
作
物
も
日
本
と
よ
く
似
て
お
り
、

小
麦
、
ぶ
ど
う
な
ど
が
主
産
物
と
の
こ

と
。
も
う
す

っ
か
り
日
本
語
に
も
な
れ

す
ら
す
ら
話
せ
ま
す
。

市
内
、
大
櫛
寺
野
の
書
道
家
宮
坂
翠

峰
氏
宅
に
宿
泊
し
て
、
通
勤
の
か
た
わ

ら
、
書
道
や
生
花
を
習
い
大
変
な
上
達

振
り
で
す
。
宮
坂
さ
ん
方
で
は
、
我
が

子
の
よ
う
に
か
わ
い
が

っ
て
日
常
生
活

を
体
験
さ
せ
て
い
ま
す
。

西布地連絡所

天神公民館

片貝連絡所

13時-1511寺

山 04月3日(日)

9時-12時

04月4日(月)

9時一 9時30分

1011寺-1111寺

1111寺30分 -12時

江 口・江l幡三治宅

04月 5日(火)

911寺-10時 上中島連絡所

10時30分一1111寺

生活改善センター

11時30分 -12時30分

北山鉱泉前

清
沢
さ
ん
に
日
本
と
魚
津
の

い
い
と

こ
ろ
、
惑
い
と
こ
ろ
を
聞
い
て
見
ま
し

た
。

-
い
い
と
こ
ろ

果
物
に
袋
を
か
け
た
り
、
笠
を
か
ぶ

せ
て
作
る

の
が
と
て
も
良

い
と
思
っ
た
。

国
の
方
で
は
ぜ
ん
ぜ
ん
か
け
な
い
。

大
型
庖
舗
が
あ

っ
て
大
変
便
利
で
よ

い
。
た
だ
肉
が
高

い
の
で
困

っ
た
。
国

で
は
肉
は
安
く
て
お
い
し
い
。

戸斤ィ5t市

...天成の麗質を見せる清沢さんの書

-
わ
る
い
と
こ
ろ

パ
ス
の
回
数
が
少
な
い
の
で
困
っ
た
。

ほ
か
に
わ
る
い
と
こ
ろ
は
な
い
。

日
本
の
自
然
は
、
人
工
的
に
作
ら
れ

た
美
し
さ
と
い
う
感
じ
で
、
国
の
方
の

自
然
が
は
る
か
に
ょ
い
と
思
う
。

清
沢
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
か
ま
ぼ
こ
、

ま
ん
じ
ゅ
う
、

豆
腐
、
コ
ン
ニ

ャ
ク
な

ど
も
作
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
技
術
指
導
に
当
ら
れ
た
、

沢
辺
治
之
果
樹
分
場
長
さ
ん
に
お
話
し

を
聞
い
て
見
ま
し
た
。

県
内
へ
九
名
の
海
外
技
術
研
修
員
の

石垣公民館

加糖公民館

沢辺治之介場長さん

方
が
来
て
い
ま
す
が
、

清
沢
さ
ん
だ
け

が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
方
で
す
。

農
業
技
術
の
修
得
が
目
的
で
、
帰
国

し
て
す
ぐ
役
立
つ
よ
う
実
習
を
主
体
に

研
修
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
仕

事
を
し
な
が
ら
教
え
る
た
め
に
、
理
論

的
な
教
科
を
充
分
に
行
な
い
得
な
い
の

が
心
残
り
で
す
。
本
人
は
、
非
常
に
ま

じ
め
で
、
お
と
な
し
く
、
最
初
は
、
日

本
語
も
片
言
の
よ
う
で
し
た
が
、
今
は

ど
ん
な
む
つ
か
し
い
技
術
語
も
理
解
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

接
木
の
研
究
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

日
本
の
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
体
験

さ
れ
、
よ
い
思
い
出
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
宮
坂
さ
ん
の

ご
厚
意
に
よ
り
、

書
道
や
お
花
を
習
う

こ
と
が
で
き
、
他
の
研
修
員
の
方
に
は

見
ら
れ
な
い
、
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
帰
国
さ
れ
て
の
ち
、

こ
の
研
修
が
両
国
の
た
め
に
役
立
つ
こ

と
を
念
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

日カ ・青島社宅

経団福祉会館

(9) 

村木小学校

大町小学校

04月6日(水)

9時1011寺時

10時30分 -1211寺

04月7日(木)

911寺-1111寺:

13時一15時
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一
昨
年
叩
月
市
総
合
体
育
館
開
設
以

来
今
日
ま
で
、
高
岡
日
本
大
学
高
等
学

校
魚
津
校
舎
の
生
徒
さ
ん
達
の
ご
利
用

の
お
蔭
で
、
連
日
午
後
4
時
こ
ろ
か
ら

同
6
時
こ
ろ
ま
で
の
時
間
帯
は
、
大
変

活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
、

「
一
般
市
民
を
ど
う
し
て
く
れ
る
」
と

い
う
苦
情
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
同
校
に
は
、

待
望
の
立
派
な
体
育
館
が
完
成
し
ま
し

た
の
で
、
今
ま
で
の
よ
う
な
独
占
状
態

は
な
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
勤
め
が
え
り
や
、
夕
食
前
の
一
汗

砂
金
園
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
北
越
大
会
の
熱
戦

(
総
合
体
育
館
)

の
た
め
に
是
非
市
総
合
体
育
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

二
汗
か
い
た
あ
と
の
一
杯
は
格
別
」

と
は
、
大
方
の
利
用
者
の
声
で
す
。

3
月
の
行
事
予
定

30 29 20 15 13 12 8 5 日

水 火 日 火 日 日 火 土 火 H話

9 :00 10:00 9 :00 10:00 9 :00 13:00 10:00 13:00 10:00 時

21 :00 12:00 12:00 15:00 15:00 12:00 15:00 12:00 間

書 中 中 中 中 言
ク 婦人 体力 新生.b. 婦人 '体力コ

津魚市 球産葉卓大会人
マス当ノf球E大会担
婦人 {力本親子軽ス 婦人 体力

T事名T ルフ 謡歌
づ

主

ポ つ

教室〈 教室〈
一f ン ン 、ソ

教室プイ ヨ| 
ン

教室

3
月
の
休
館
日

7
、
U
、
幻
、
お
の
4
日
間

な
お
泊
、
白
は
歌
謡
シ
ョ
ー
の
準
備

等
の
た
め
大
体
育
室
は
使
用
で
き
ま
せ

d

。

J
/
 

4
月
の
歩
こ
う
会

4
月
の
歩
こ
う
会
は
、

3
日
制
天
神

山
、
東
山
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚

津
駅
前
を
午
前
8
時
初
分
に
出
発
し
、

天
神
山
ま
で
歩
き
、
帰
り
は
東
山
か
ら

パ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
加
分
ま
で
電

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(
中
食
不
要
)

企
市
連
合
婦
人
会
の
レ
ク
リ
エ
シ
ヨ
ン
大
会

(
総
合
体
育
館
)

今
年
の
学
校
夜
間

開
放
の
ご
案
内

申
し
込
み
を
受
付
け
ま
す

市
で
は
、
昭
和
必
年
か
ら
市
内
小
中

学
校
を
夜
間
開
放
し
て
市
民
の
体
力
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
が
、
臼
年
度

も
国

・
県
の
補
助
を
受
け
、
開
放
し
ま

す。
開
放
予
定
と
し
て
は
、
西
中

・
村
木

吉
島

・
経
団
・
上
野
方

・
住
吉
の

6
校

で
す
が
、
そ
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

利
用
希
望
者
は
、
市
教
育
委
員
会
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
校

開
放
に
つ
い
て
の
相
談
も
い
た
し
ま
す
。

開
放
校
で
実
施
で
き
る
種
目

①

西

中

バ

レ

ー

・
パ
ス
ケ

・
パ
ド
ミ

ン
ト
ン

・
体
操
・
剣
道

・
軟
式
テ

ニ
ス
等

②
村
木
小

バ

レ

l
・
剣
道
・
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
体
操

・
剣
道

・
排
道

・

卓
球
等

③

吉

島

バ

レ

l

・
卓
球

・
パ
ド
ミ
ン

ト
ン
等

④
上
野
方
バ
レ

l
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

卓
球

・
体
操
等

⑤

住

吉

バ

レ

l
・
卓
球

・
パ
ド
ミ
ン

ト
ン
等

⑤

経

団

バ

レ

l
・
卓
球

・
パ
ド
ミ
ン

ト
ン

・
空
手

・
排
道
等

編
集
室
か
ら

広
報
「
う
お
づ
」
に
対
す
る
、

ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地
区
の
か
く
れ
た
文
化
財
や
、

め
ず
ら
し
い
話
題

・
で
き
ご
と
な

ど
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
叩
番
1
号

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室
内

広
報
広
聴
係
宮
内
線
2
2
9
番

ω日
前
か
ら

「
オ
メ
デ
ト
ウ
」

春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

大
安
日
や
土
曜
、
日
曜
日
は
祝
電

の
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。
一

O
日
前
か

ら
受
け
付
け
る
「
配
達
目
指
定
」

(
無
料
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

希
望
日
の
午
前
ま
た
は
午
後
に
配

達
さ
れ
ま
す
。

な
お
、「
配
達
目
指
定
」
と
し
て

配
達
日
の
三
日
以
前
に
お
打
ち
に

な
る
と
一
五

O
円
割
引
き
に
な
り
、

早
自
の
発
信
が
お
ト
ク
に
な
り
ま
す
。

す。
く
わ
し
く
は

g
n
|
2
5
0
0

番
(
無
料
)
へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
電
報
電
話
局

。。



中学を卒業する母子案庭の

生徒を励ます会

義
務
教
育
を
終
え
る
市
内
の
母
子
家

庭
の
中
学
三
年
生
を
激
励
す
る
会
が

2

月
ロ
日
午
後
2
時
か
ら
市
役
所
大
会
議

室
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

母
の
手
一
つ
で
愛
育
さ
れ
、
今
春
卒

業
式
を
迎
え
る
生
徒
は
、
東
西
中
学
校

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
し
っ
か
り
が
ん
張
り
ま
す

‘
と
謝
辞
を
の
ベ
る
西
中
の
村
山
優
子
さ
ん

を
合
わ
せ
て
四
十
人
で
す
。

清
河
市
長
や
、
堀
内
母
子
福
祉
会
長
、

吉
野
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
か

ら
、
「
お
母
さ
ん
の
苦
労
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
清
く
た
く
ま
し
く
、
こ

れ
か
ら
の
道
を
切
り
開
い
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
、
生
徒

代
表
の
村
山
優
子
さ
ん
が
「
み
な
さ
ん

の
励
ま
し
に
こ
た
え
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
の

べ
決
意
を

新
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
市

か
ら
祝
い
金
・
市
母
子
福
祉
会
か
ら
ア

ル
バ
ム

一
冊
、
魚
津
善
銀
か
ら
ノ
ー
ト

五
冊
、
県
善
銀
か
ら
タ
オ
ル

・
魚
津
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
か
ま
ぼ
こ
が
贈

ら
れ
、
隻
手
で
有
名
な
桜
井
中
学
校
の

森
田
邦
三
先
生
の
力
強
い
講
演
を
聞
い

て
拍
手
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

楽

坂

/
ぞ
/ぞ
〈
〈
/
ぞ
/
ぞ
要
項
/
ぞ
/
ぞ
要
項
ど
そ
/
ぞ

要

項

/
ぞ
/
ぞ
/
ぞ
/そ
/
ぞ
/
ぞ
/
ぞ
/
ぞ
/
ぞ
/
ぞ

楽

W
W

M
爪

…
創
校
初
周
年
記
念
式
典
の
ご
案
内

…

W

魚
津
市
立
西
部
中
学
校
同
窓
会
、
を
網
羅
す
る
名
簿
を
中
心
に
、
ふ

W

(
会
長

・
林
照
雄
)
で
は
、
創
校
初
年
史
、
グ
ラ
ビ
ア
も
含
め
て
、
週
刊
爪

川
周
年
を
記
念
し
て
次
の
よ
う
な
事
業
誌
大
二

0
0
ペ
ー
ジ
の
記
念
会
誌
を
川

W

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

6
月
中
に
出
版
す
る
予
定
で
作
業
が
爪

州

・
記
念
会
誌
の
発
行

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
は
庭
園
川

w

・
記
念
庭
園
の
整
備
(
同
校
中
庭

の
整
備
も
含
め
、
卒
業
生
か
ら
集
ま
爪

川

の
予
定
)

っ
た
予
算
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
山

W

昭
和
幻
年
に
魚
津
中
学

・
角
川
中

8
月
比
日
に
は
、
同
窓
会
総
会
も
爪

川
学
が
新
設
さ
れ
て
か
ら
今
年
ま
で
却
兼
ね
て
、
初
周
年
記
念
式
典
を
挙
明

W

年
。
昭
和
M
年
に
西
部
中
学
に
統
合
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

H
爪

川
さ
れ
て
か
ら
、
約
一
万
八
千
人
の
卒
事
業
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
川

W

業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

魚
津
市
立
西
部
中
学
校
内
同
窓
会
爪

W

県
下
で
も
有
数
の
マ
ン
モ
ス
中
学

事
務
局
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

M

W

校
。
卒
業

生

の

動

向

を

調

べ

る

だ

け

爪

品
小

W

で

も

相

当

な

事

業

だ

が

、

全

卒

業

生

爪

楽
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
決
〉
〉
決
決
〉
〉
津
〉
〉
〉
〉
決
〉
〉
券
、
チ
〉
〉
津
〉
〉
〉
〉
津
〉
〉
津
楽

善意のまどご寄付(叡都路)1

ボーイ スカウト魚津第二団 58，222円

魚津市水道局職員一同 1，864 

定野実文花町 3の26 9，609 

一味法話会代表 本凹広作 8，200 

魚 50，550 

吉野きく 天神野新 10，000 

1争、i，帥 11職会代表高松正治 10，000 

石崎産業(掬旭会 15，489 

北親会 会長杉本菊一 23，202 

魚津海洋少年団代表 久保田邦一 113，082 

魚津カトリ y ク教会

ボーイ スカウ ト・ガールスカウト
14，574 

28日会 10，000 

附金太郎温泉天神山健康センター従業員一同 85，000 

魚津運輸附早月生コン営業所 2，046 

魚津西ロータリクラブ 58，600 

山崎普博出 5，000 

l床菩愛好会 村口正義 2，599 

l味菩愛好会松本修治 1，003 

サンプラサr商庖会代表 横山与一 100，000 

上野方校下背年団代表 宮坂新太郎 5，000 

平内信子 本江 897-1 5，000 

医 名 2，000 

四十内巳之次郎 本町二丁目 10，000 

平間明夫平伝寺 50，000 

宮川竹次上口二丁目 30，000 

寺山奇俊輔 本新町 20，000 

高島専太郎 三ヶ 10，000 

岩田久七印図 30，000 

主f~反 弘大t毎寺新 20，000 

宮:主義久 双葉町 10，000 

長谷川隆一古島 20，000 

小池政信 新金屋一丁目 20，000 

梅沢信一 新角川二丁目 20，000 

北島重松諏訪町 20，000 

吉崎幸次郎本新 40，000 

林 正夫 北銀魚津支庖長 5，000 

匿 名 1，000 

医 名 2，000 

楠大三平伝寺 1，250 

浜谷きみ 新角川一丁目 500 

本田茂綾田中町 1，468 

越まさ子綾田中町 5，000 

J'J;.成寺信行会長教寺嶋題会 15，000 

守谷八十一 新金屋一丁目 7，114 

友凹道治 新角川二丁目 3，000 

板井直江未広町 2，500 

金山良然虎谷 5，610 

ff.1， i孝 .~~I，商協同組合港町 4，016 

匿 名 3，000 

吉野睦子大光寺 10，000 

t由本し、く み 上口二丁目 2，500 

専光寺 (鋭音講)寒修業者一同 50，000 

長谷河長作大光寺 1，010 

瀬谷田鶴子文化町 2，500 

校友道 2，500 

次郎本江新町 50，0∞ 
新角川二丁目 2ー 16 10，000 

本新 2182 40，000 

山県修法師会 87，606 

中古衣類 18点

ズクラブ吉野豊二 古切手 3695枚

につづく

第3橿郵便物脇司鹿担うおづ 52.3.1

。1)



第3纏郵便物認司底思 うおづ 52.3.1

こまつだときには、ご利用くだ
さい。
相談料はいりません。

市民相談
物価問題等相談
日曜日を除き白日
午前8時30分~午後58寺まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

行政相談
包月第T・第3木曜日
午後オ時-4時
市役所市民相談室

行政相談委員関口又作氏
本町2丁目14の23

学
園
、
だ
よ
り
一
「
も
う
す
ぐ
学
校
」

ま
も
な
く
新
学
年
が
は
じ
ま
り
ま
士

こ
と
し
市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
は
八
二
八
名
で
昨
年
よ
り
六
三

名
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
学
校

は
七

O
九
名
で
昨
年
よ
り
一
四
名
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
入
学
通
知
書
」

小
学
校
の
新
入
学
児
童
の
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
「
入
学
通
知
書
」
を
2
月

中
旬
こ
ろ
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
通
知
も
れ
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
市
教
委
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

な
お
入
学
式
は
、
小
学
校
が
4
月

5

日

ω午
前
9
時
、
中
学
校
が

4
月

6
日

制
9
時
か
ら
各
学
校
で
行
な
わ
れ
る
予

定
で
す
。

入
学
と
卒
業
生
徒
数

市
内
小
、
中
学
校
別
の
入
学
と
卒
業

予
定
児
童
生
徒
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学
校
名

入
学
予
定
数

大
町
小
学
校
九
一
人

村
木

H

九
三
人

住
吉

H

四
六
人

上
中
島
H

二
五
人

松
倉

H

一
二
人

坪

野

分

校

四

人

上
野
方
小
学
校
四
六
人

本
江

H

二
二
人

片

貝

一

五

人

吉

島

一

四

二

人

道

下

一

一

二

人

" " " 

卒
業
予
定
数

九
三
人

一O
四
人

二
七
人

二
二
人

一
四
人
O
人

二
四
人

一
三

O
人

二
五
人

一
一
一

人

六
二
人

受通事故相談(巡回)

3月2日(水)3月16日(水)

午前10時~午後3時
県魚津総合庁舎内
魚津地方県民相談室

経
団
小
学
校

西
布
施
H

白
倉

人権相談
巴曜日を除き毎日
午前9時~午後48寺まで
土曜日は正午まで
富山地方法務局魚津支局

計"

九
二
人

二
八
人
一
人

八
二
八
人

七
七
人

一
六
人
五
人

七
一

O
人

西
部
中
学
校
四
一
四
人
三
七
五
人

東
部

H

二

九

五

人

二

三

七

人

計

七

O
九

人

六

一

二

人

‘
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に
、

入
学
が
待
ち
遠
し
い
大
村
玉
緒
ち
ゃ
ん

税の相談
包月5日 ・15日 .25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談日ガ日曜日に当つだ場合
は翌日

l山配ごと相談
月曜日を除き包巴
午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

お
め
で
と
う

小
・
中
学
校
の

卒
業
式

回
3
月
口
日
附

西
部
中
学
校

東
部
中
学
校

上
野
方
小
学
校

経
団
小
学
校

住
吉
小
学
校

大
町
小
学
校

松
倉
小
学
校

道
下
小
学
校

村
木
小
学
校

本
江
小
学
校

西
布
施
小
学
校

上
中
島
小
学
校

片
貝
小
学
校

白
倉
小
学
校

吉
島
小
学
校

回
3
月
時
日
働

固
3
月
四
日
出

内職相談
包週、月・水 ・金曜日
午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

高年齢者職業相談
日曜日を除き包臼
午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所高年齢者職業相談室

北
陸
電
力
の
電
気
相
談
所

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所
で
は
、

電
気
器
具
の
故
障
、
診
断
、
ス
イ
ッ

チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
無
料
修
理

と
、
電
気
の
よ
ろ
ず
相
談
を
聞
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

3
月

n日
閥
横
枕
公
民
館

時
間
は
、

午
後
1
時
初
分
1
午
後
4
時

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所

(12) 
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。
守
ろ
う
。「私
達
の
生
活
信
条
」

(
市

P
連
だ
よ
り
)

e幸D • "章3

市
P
T
A
連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

P
T
A
サ
イ
ド
で
か
私

た
ち
の
生
活
信
条
。
を
作
っ
て
プ
リ
ン
ト
。
全
生
徒
の
自
宅
に
配

布
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ

い

さ

つ

こ
の
信
条
は
八
項
目
か
ら
な
り
、
日

常
忘
れ
が
ち
に
な
る
、
生
活
上
必
要
な

事
が
ら
を
分
か
り
ゃ
す
く
ま
と
め
で
あ

り
、
親
子
そ
ろ
っ
て
こ
の
さ
ま
り
を
守

る
こ
と
に
よ

っ
て
よ
い
道
徳
心
の
発
揚

が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
、
子
供
に

あ
い
さ
つ
を
押
し
つ
け
て
も
、
親
が
実

践
し
な
け
れ
ば
な
か
な
か
徹
底
し
な
い

も
の
で
、
親
か
ら
こ
の
気
持
ち
を
も

っ

て
子
を
導
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
と
の

試
み
で
す
。

第3橿郵便物認可 鹿沼 うあ、づ 52.3.サ

e曹@ 特.， ~幸@

に両
親
を
大
切-情

⑧⑧  
カ‘明
ある
さく
んみ
ん
とな
っと
きあ。
んい。
をさ。
大。っ。
切。を

⑧
る
す
番
上
手
に
門
事
仲
よ
く

①

苦
労
も
こ
え
て
-一事
と
助
け
あ
い

⑧
世
の
中
に
ゆ
岳
つ
こ
と
の
で
き
る
子
に

⑪

い

つ

も
泰
岳
で
感
謝
の
気
持

③

心

は

MKい
か
ら
だ
は
丈
夫
に

⑫
日
本
人
と
し
て

の
?
。
み
を
持
と
う

たばこチェリー 270個

味付のり 200袋

15kg 1箱

みかん15kg 1粍l

後 t
理 事

i~J上俊雄
中山宗正 1 
能登久雄 主

日本王手

魚津営業

板倉健二黒

直

市
P
T
A
連
絡
協
議
会
提
唱

有倉(綱川好会

新川青年会議l

友田道治

(財)放注

(附紀 文束

善意のまどご寄付(敏柿略)

1 1 ご寄付ありがとうございましだ ~
II (敬称略)Il 

iI浦山弘作魚本町 2丁目 10，0州 11

II i弱含~IE洲夫 滑川市村l家町 3，0000 I! 

il 古川忠考魚.友栄町 、 1I 

11 林政治魚 友栄町 i 20 

1 水口功夫 滑川市幸町 ) 11 

I1 匿名 1.( 
1M木 f1.l: 狩打11市

;2 |; 
魚.大光寺 ママさんダンプ 11

魚.大光寺 東芝ジューサー ・ミキサー 1I

2苦日市山立野 かっぱえぴせん日袋 11
売公社 I! 
f業所 たばこチェリー 270個 11

黒部市生地神区 味付のり 200袋 n

| みかん

川好女)黒音1¥市荻生 みかん15kg 1粍i li 

三会議所 I ~ 

魚.村木町 みかん15kg 2粍iI! 
;文化基金 カラーテレビ 2台 li

丈東京都中央区築地 天皇 ・皇后陛下 li

!I ご訪米記チ ; 

持 富山市牛島 ストレ yチャー l台 i

ま
た
こ
の
信
条
は
押
し
つ
け
た
も
の

で
な
く
、
み
ん
な
が
納
得
の
い
く
こ
と

が
ら
を
、
文
章
的
に
は

っ
き
り
さ
せ
た

も
の
で
、
市
P
連
で
は
こ
の
生
活
信
条

を
家
庭
の
つ
ど
い
の
場
に
は
り
出
し
て

い
た
だ
き
、
朝
夕
確
認
し
あ
い
実
践
に

移
す
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
望

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
生
活
信
条
は
、

一二
月
中
旬
こ
ろ

ま
で
に
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
子
定
で

す
。

300枚:

JQ官持 94コ

本 111サ

中古衣責J{

古 切手 6，565枚

古切手 7，000枚

rt'tiカラーテレビ 1台

150コ

古切手 1，663枚

古 切手

ti.t;lJ手 7，610枚

リンゴ恭子

山i!fj:楽子派訪町

新川女子高校生徒保健委w
勤労者背少年ホーム

石市井長栄 友道

魚津石油社長平チI:J;'/吉

三共石油

古 切手

高合l交代

古金恵子

魚jょIt神社
l主 名

50λ1 

1ヒ持Ji.111司

衣Ui、洗剤他 120点

大型ストーブ 1台

市山県針鱒漁業協同組合 1I{!r和52年版カレ ンダー30本

魚津善意銀行

友道1447の 2

納税組合

新川信用金1i1:1 職民組合

魚津市医r.m会代表 晒崖孫人

山仁11享子
点成寺町

兄
弟
仲
よ
く

友社
会
に
貢
献

素心

身

強

健

日
本
人
と
し

て

の

自

覚

000 

)00 

000 

8，000 

ムア/レノ〈ム

ストレ ッチャ一 l台

みかん15kg 1箱

20枚オシメ

新川ヴィーラ

北日本放送附

高森政治魚.真肌寸岡J

小黒栄弐 魚.上村木

会合会育会合会脅****************台育会合会合合脅** ~な 脅 * * * 合 台 育 会 * * * 台 育 * * * * 台 育 合 * * 育 会 育 * * *

「
保
健
講
演
会
」

消
化
器
が
ん
を

疑
う
と
き
:
・
・
:

ー
胃
が
ん
を
中
心
に
|

わ
が
国
で
の
死
亡
で
最
も
多
い
の

は
脳
卒
中
で
、
第
二
位
は
が
ん
で
す
。

こ
の
傾
向
は
、
本
市
に
お
い
て
も

同
じ
で
、
が
ん
死
亡
順
位
も
、
胃
が

ん
、
子
宮
が
ん
、
肝
臓
が
ん
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
皆
さ
ん

に
消
化
器
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
の
心
が
け
と
、
万
一
胃
病
の
疑

い
を
持
た
れ
た
時
の
対
処
の
し
方
な

ど
、
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
と

お
り
講
演
会
を
聞
き
ま
す
か
ら
、
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

3
月
7
日
午
後
2
時
1

3
時

初
分
ま
で

場
所

保
健
所
講
堂

講
師

中
央
病
院
第
一
外
科
医
長

辻

政

彦

先

生

質
疑
の
時
間
を
み
で
あ
り
ま
す
の

で
来
所
の
方
は
質
問
を
用
意
く
だ
さ

V
引
年
度
百
日
咳
・
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
三
種
混
合

予
防
接
種
(
第
3
回
目
)

マ
該
当
者

1
(第
1
期
)
臼
年
2
月
日

日
現
在
、
満

2
歳
以
上
の
年
齢
者
で

臼
年
1
月
1

2
月
に
お
い
て
、
1
1

2
回
接
種
ず
み
の
人
。

(13) 



大
徳
寺
の
秘
蔵
像

あ
な
た
と
図
書
館

ω

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

第3磁郵便物毘可鹿唱 うおづ 52.3.1

問

本

紙

の

図
書
館
欄
に
多
く
の
本

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
図
書
館
に

は
本
が
何
冊
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

答

現

在
、
約
六
万
三
千
冊
二
月

末
)
あ
り
ま
す
。

聞
い
ま
ま
で
の
図
書
館
は
学
生
や

ひ
ま
な
人
が
勉
強
す
る
と
こ
ろ
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
。

答

昔
の
図
書
館
利
用
は
、
学
生
の

特
別
席
の
よ
う
で
し
た
。

い
ま
は
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
ん
な
本
で
も

読
む
こ
と
が
で
き
る
図
書
館
。

生
涯
学
習
に
役
立
つ
図
書
館
、
生
活

の
中
の
図
書
館
と
し
て
、
あ
な
た
の
ご

利
用
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

間

ど

ん

な

本
が
あ
り
ま
す
か
。

答

こ

ど

も

の
本
、
育
児
、
教
育
の

本
、
毎
日
の
生
活
を
楽
し
く
、
う
る
お

い
の
あ
る
も
の
に
す
る
趣
味
、
教
養
、

娯
楽
の
本
。
よ
り
豊
か
な
生
活
を
す
る

た
め
の
実
用
書
や
小
説
。
調
査
研
究
の

た
め
の
参
考
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

回
E
，:
 

固「・・

す
か
。
答

図
書
館
の
本
は
自
由
に
と
り
出

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
は
家
に
借
り
て
行
け
ま
す
。

読
書
や
本
に
つ
い
て
の
質
問
か
ら
、

い
ろ
ん
な
調
査
相
談
に
参
考
資
料
に
よ

っ
て
お
答
え
し
ま
す
。
読
み
た
い
本
が

あ
れ
ば
予
約
で
き
ま
す
。

図
書
館
資
料
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

聞

い

ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

る
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
借
り
る
手
続
き

ふ品:・
:
・
?

答
は
い
、
そ
れ
は
と
て
も
簡
単
で

す
。
「
貸
出
申
込
書
」

に
記
入
し
て
受
付

に
出
し
て
く
だ
さ
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で

す
。
係
が
「
貸
出
券
」
を
つ
く
り
ま
す
。

「
貸
出
券
」
は
三
枚
。

一
人
三
珊
二
週
間

借
り
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

問
こ
ど
も
は
何
歳
か
ら
で
す
か
。

答

幼

児

か

ら
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
三
冊
か
ら
一
週
間
で
す
。

問

返
す
と
き
は
;
;
?

答

本

を

も

っ
て
き
て
く
だ
さ
れ
ば

よ
い
の
で
す
。
図
書
館
が
お
休
み
の
日

と
か
時
間
外
で
あ
れ
ば
、
玄
関
前
に
あ

る
本
の
ポ
ス
ト
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

今
日
は
図
書
館
の
利
用
の
仕
方
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
身
近
か
に
図
書
館
を
利

用
し
て
、
心
豊
か
な
、
う
る
お
い
の
あ

る
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま

。
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
う
に
。

3
月
の
お
し
ら
せ

7
日
開
に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き

辺
日

ω
な
ぞ
な
ぞ

・
ク
イ
ズ

じ

か

ん

ご

ご

3
時
却
分
よ
り

こ
ど
も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

t“ 
ど
'も

iの，、

jz 
た

の
し

ひ
と
と
き

一
ロ
メ
モ

ρU 
ρ
ν
 

γ
7
1
 

イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
叫

手
聞
の
か
か
ら
な
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
の
流
行
は
、
コ
ー
ヒ
ー
に
か
ぎ
ら

ず
生
活
の
中
に
多
く
入
っ
て
き
て
い
ま

す
。イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
は
、
湯
を

注
ぐ
だ
け
で
よ
い
と
い
う
「
簡
便
さ
」

が
、
み
ご
と
人
々
を
と
ら
え
ま
し
た
。

コ
ク
と
味

イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
は
本
物

の
立
を
使
っ
て
は
い
て
も
、
レ
ギ
ュ
ラ

ー
コ
ー
ヒ
ー
に
あ
る
よ
う
な
ト
ロ
り
と

し
た
コ
ク
や
香
り
は
欠
け
ま
す
。

味
に
つ
い
て
い
え
ば
、
外
国
の
も
の

よ
り
も
日
本
の
も
の
の
方
が
俊
雑
だ
と

い
う
人
も
い
ま
す
。

日
本
の
製
品
は
、
豆
を
ミ

ッ
ク
ス
し

て
味
に
複
雑
さ
を
添
え
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
も
一
般
的
に

は
そ
れ
ほ
ど
の
効
果
は
な
い
と
い
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

選
び
方
と
保
存

イ
ン
ス
タ
ン
ト

・
コ
ー
ヒ
ー
に
は
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
に
あ
る
よ
う
な

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
モ
カ
と
か
い

っ
た
銘
柄

は
な
い
の
で
、
選
び
方
と
し
て
は
、
メ

ー
カ
ー
名
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

保
存
は
、
製
造
過
程
で
、
急
速
に
乾

燥
し
て
粒
子
を
と
り
出
し
て
い
ま
す
の

で
、
た
い
へ
ん
乾
燥
度
が
高
く
、
湿
気

を
吸
い
や
す
い
も
の
で
す
。

ふ
た
を
開
け
放
し
に
し
て
お
く
と
か

湿
っ
た
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
た
り
し
な

い
よ
う
取
扱
い
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

お
い
し
い
滝
て
方

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
は
、
掩
て
方

が
簡
単
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
わ
け

で
す
が
、
お
い
し
く
飲
む
に
は
、
粉
っ

ぽ
さ
、
水
ぽ
さ
と
い
う
欠
点
を
補
う

た
め
に
、
ミ
ル
ク
な
ど
た
っ
ぷ
り
入
れ

る
と
よ
い
よ
う
で
す
。

粉
の
量
は
、
ス
プ
ー
ン
一
杯
が
適
量

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
お
い
し
く
す
る
に
は
、
ナ
ベ
に

適
量
の
粉
と
砂
糖
を
同
時
に
入
れ
、
熱

湯
を
注
い
で
火
に
か
け
、
沸
騰
寸
前
ま

で
煮
立
て
て
し
ま
う
方
が
よ
い
よ
う
で

す
。

(
た
の
し
む
コ
ー
ヒ
ー
よ
り
)

A

H

(

第
2
期
)
臼
年
3
月
日
日
現
在
、

吋

満

2
歳
以
上
の
年
齢
者
で
、
昨
年
第

け

1
期
を
3
回
接
種
ず
み
の
人
。

げ

マ
実
施
日

脅

寸

l
I
l
l
1
1
1
E」
l
i
l
-
-
'
1
1
1
1
1」
I
l
l
1
1
1
1

台

一月

日

一

該

当

地

区

一

会

場

育

寸

I
l
l1
1
1
1
4
1
l
I
l
l
i
-
-ー
寸
l
i
l
-
-

台

一

一

一

*
一
3
月
日
日

ω
一本江

・
住
吉

・一

市
民
会
館

内
H

一

一

片

貝

一

*
T
I
l
l1
1
1
l
l牛
i
t
-
-
I
l
l
l
i
-
-
T
I
l
l
i
-
-

M

一3
月
日
日
附
一
村
木
・
道
下
一

H

会

寸

I
l
l
1
1
1
1
1斗
I
l
l
1
I
l
l
i
-
-寸
I
l
l
i
-
-

合
一

|

7

l

j
一大町

・松
倉
・一

-
3

.げ
い
日
本
土

-

H

十
一

，]
li
t-
吉
島

・
天
神
一

台

下
1
1
1
1
-
-ム
I
l
l
i
-
-ー
ー
ナ
I
l
l
i
-
-

け

一

一

経

閉

・

上

野

方

一

*
一
3
月
四
日
幽
一
西
布
施

・

一

H

れ

一

一

上

中

島

一

合

「
|
I
l
l
1
1
1
1「
1
1
1
1
1
1
-
-
-「
I
l
l
i
-
-

け
一
3
月
却
日

ω一
総
ざ
ら
い
一
"

*

一

一

一

台

f
i
l
l
i
s
-
-ー
ー

I
l
l
1
1
1
f
i
l
l
-
-

*
 
日
マ
受
付
時
間

1
各
日
共
午
後
1
時
l

U

2
時

A
H

マ
禁
忌
事
項

け

1

発
熱
し
て
い
る
人
、
又
は
著
し
い

け
栄
養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

け

2

心
臓
血
管
系
、
腎
臓
疾
患
又
は
、

け
肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
中
の

*
人
、
あ
る
い
は
治
療
を
勧
め
ら
れ
て

い
い
る
人
。

い

3

接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の

い
成
分
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る

い
お
そ
れ
が
あ
る
人
。

A
H

4

過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接

げ
種
に
よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と

け
の
あ
る
入
。

け

5

接
種
前
1
年
以
内
に
、
け
い
れ

*
ん
の
症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

(14) 



ラ市ご
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4

婦
人
学
組
向
き

・
中
性
洗
剤
を
追
求
す
る

i
n
分

洗
剤
を
科
学
的
に
見
直
す
こ
と
が
あ

な
た
へ
の
健
康
に
も
つ
な
が
る
。

5

父
親
学
級
向
き

・
お
父
さ
ん
あ
な
た
の
出
番
で
す
;

C
泊
分

母
親
中
心
の
家
庭
教
育
の
な
か
で
お

父
さ
ん
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

以
上
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
な
か
で

そ
の
学
習
の
ね
ら
い
に
一
歩
で
も
近
づ

け
る
た
め
の
教
材
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
活
用
さ
れ
る
な
ら
ば
効
果
は
上
々
で

す
。

是
非
諸
会
合
の
教
材
に
生
か
し
て

て
ほ
し
い
映
画

第3密郵便物鶴司 鹿沼 うおづ 52.3.1

一
老
人
向
き

・
健
康
な
老
後
の
た
め
に
:・

c
n分

ω歳
を
す
ぎ
た
男
女
高
齢
者
の
方

々

の
長
生
き
の
秘
訣
を
参
考
に、

2

P

T

A
向
き

・
子
ど
も
の
才
能
発
見
:
・
c
m分

親
と
し
て
子
ど
も
の
才
能
を
ど
の
よ

う
に
み
て
や
る
の
が
幸
せ
か
。

3

若
い
女
性
、
男
性
向
き

-
母
性
保
健
:
・お
分

妊
婦
か
ら
出
産
ま
で
の
母
親
と
し
て
、

ま
た
父
親
も
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ

大
切
な
こ
と
。

雄
峰
高
校
で
は
、
高
等
学
校
九
十
業
以

雄
峰
高
校
専
攻
科

(
保
育
科
)
生
徒
を
募
集

魚津命e自然

上
の
一
般
女
子

(勤
労
女
子
)
に
教
養

を
よ
り
深
め
、
特
に
保
育
に
関
す
る
専

門
的
教
養
を
習
得
さ
せ
、
将
来
保
母
と

し
て
の
実
力
を
養
成
す
る
目
的
で
次
に

よ
り
専
攻
科
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

修
業
年
限

二
か
年

募
集
人
員
約
八
十
名

履
修
方
法

O

一
週
間
5
日

(月
、
火
、
水
、
木、

金
)
登
校

0
1
日
の
学
習
時
間
は

3
時
間

(
1
時

聞
は
必
分
授
業
)

O
学
習
形
態
は
、
午
前
、
夜
、
片
番
二

交
代

(
一
週
間
お
き
に
午
前
と
午
後
の

授
業
を
、
つ
け
る
)
の
三
形
態

出
願
期
間

2
月
比
日
幽
1
3
月
初
日

ω正
午

3
月
却
日

ω午
前

3
月
初
日
附
正
午

検
査
日

合
格
発
表

以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
接

種

当

日

朝

、
畳
の
体
温
を
計

り
母
子
手
帳
、
印
鑑
持
参
の
う
え
お

い
で
く
だ
さ
い
。

V
乳
児
検
診

4幽/1 3(/村24 3/附10 月
日

半i午前 i 午後 1 午後
畳付時間

1時0時8 2 1 2 1 
時時 時時

8 

z人吉足t官毛AJ月児、 2人日百E官毛;児月、
対

か

月児

象

IJ 
場

IJ 

所

V
ニ
関
節
脱
臼
検
診

V
3
歳
児
検
診

マ
該
当
者
は

3
月
に
満
3
歳
に
達
す

る
お
子
さ
ん
で
す
。

V
母
親
学
級

マ
3
月
日
日

ω

。。



ぉι§ぜ 第3種郵便物認可鹿沼 うあ、づ 52.3.1

-
「
耳
の
日
」
の
相
談
案
内

耳
の
不
自
由
な
方
、
補
聴
器
の
具
合

の
悪
い
方
は
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

耳
の
検
査
、
補
聴
器
の
修
理
を
い
た
し

ま
す
。
診
察
、
聴
力
検
査
は
無
料
で
す
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
手
帳
を
交
付
さ

れ
て
い
な
い
方
は
印
鑑
だ
け
持
参
の
こ

シ」
。

マ
日
時

3
月
5
日
ω

受

付

時

間

午

前
叩
時
か
ら

正
午
ま
で

市
民
会
館
二
階

加
納
医
師

マ
場
所

マ
医
師

圃
プ
レ
ジ
ャ
ー
モ
ー
タ
ー
ボ
l

ト
や
遊
漁
船
な
ど
の
検
査
は

早
目
に

長
さ
、
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の
プ
レ
ジ

ャ
ー
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
や
長
さ
、
八

メ
ー
ト
ル
未
満
の
遊
漁
船
な
ど
で
、
昭

和
的
年
8
月
幻
日
以
前
か
ら
使
用
し
て

い
た
小
型
船
は
、
今
年
3
月
幻
日
ま
で

に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
、
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

早
目
に
検
査
申
請
の
手
続
き
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

も
し
検
査
を
受
け
な
い
で
、
使
用
さ

れ
る
と
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
、
三

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

検
査
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
七
尾
支
所

(
七
尾
市
神
明
町
卜
部
M
1
1
七
尾
ス

テ

l
シ
ョ
、
ノ
ビ
ル
内
8
0
7
6
7
5
|

2
1
0
6
3
3
番
代
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

-
農
作
業
の
標
準
料
金
の
お

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
と
農
協
連
絡
協
議
会
、

農
業
技
術
者
協
議
会
で
は
、
協
議
の
う

え
、
臼
年
度
の
農
作
業
標
準
料
金
を
次

の
よ
う
に
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ω
叩
ア

l
ル
あ
た
り
作
業
料
金

耕

転

機

九

、

八

O
O
円

う
ち
荒
起
四
、
八

O
O
円

荒
掻
二
、
五

O
O
円

代

掻

二

、
五

O
O
円

バ
イ
ン
ダ
ー
七
、
八

O
O
円

コ
ン
バ
イ
ン
ー一
三
、
0
0
0
円

ト
ラ
ク
タ
ー
九
、
二

O
O
円

田

植

機

四

、

九

O
O
円

ω
1
日
当
り
の
人
夫
貨
(
団
組
、
稲
刈
)

男
四
、
八

O
O
円

女
四
、
三

O
O
同

-
測
量
士
・
測
量
士
補
試
験
の

ご
案
内

①
測
量
士
試
験

5
月
幻
日
同
午
前
叩
時
か
ら

②
測
量
士
補
試
験

5
月
幻
日
制
午
後
1
時
初
分
か
ら

③
試
験
地

札
幌
市
外
お
都
市
。
県
内
で
は
富
山

市
。

④
受
験
願
書
受
付
場
所

東
京
都
目
黒
区
東
山
3
|
μ
!
日

郵
便
番
号
日

建
設
省
国
土
地
理
院

願
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、

書
留
郵

便
に
し
、
封
筒
の
表
に
「
測
量
士
試

験
」
又
は
「
測
量
士
補
試
験
」
と
朱

書
す
る
。

⑤
受
験
願
書
受
付
期
間

2
月
幻
日
か
ら
3
月
幻
日
ま
で
(
願

書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、

3
月
幻
日

ま
で
の
日
付
け
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
受
付
け
る
。)

⑥
受
験
願
書
用
紙
の
交
付
な
ど

受
験
願
書
用
紙
及
び
受
験
案
内
は
、

県
内
で
は
、
富
山
市
牛
島
新
町
日
|

7
富
山
合
同
庁
舎
郵
便
番
号
側

建
設
省
国
土
地
理
院
北
陸
地
方
測
量

部
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
願
書
請
求
」
と
朱
書
し

返
信
用
封
筒
(
あ
て
先
明
記
)
に
必

ず
印
円
切
手
を
は
っ
て
同
封
の
こ
と
。

-
通
信
教
育
で

学
び
ま
せ
ん
か

富
山
県
立
雄
峰
高
校
で
は
、
位
年
度

の
生
徒
を
次
の
よ
う
に
募
集
し
て
い
ま

す
。通

信
教
育
は
、
勤
務
、
家
庭
、
交
通
、

年
齢
、
身
体
な
ど
の
事
情
で
毎
日
通
学

で
き
な
い
人
の
た
め
に
作
ら
れ
た
制
度

で
次
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

。
教
科
書
、
学
習
書
は
無
料
で
支
給
さ

れ
ま
す
0

0
学
習
に
必
要
な
郵
便
料
金
は
普
通
郵

便
物
で
八
円
で
す
。

。
修
学
奨
励
金

(
月
制
五
千
円
)
の
制

度
も
あ
り
ま
す
。

〈〉
所
得
税
の
勤
労
学
生
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
0

0
奨
学
資
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

臼
年
度
の
募
集
人
員

普
通
、
家
政
、
衛
生
看
護
科
で

約
三

O
O名

願

書

受

付

4

月
9
日
ω
正
午
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
一
T
9
3
0

富
山
市
赤
江
間
1
番
必
号

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
通
信
制
へ

ど
う
ぞ

(
8
0
7
6
4
|
引

1
4
9
5
1
番
)

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安
点
検

の
お
知
ら
せ

3
月
中
に
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
消
費
設
備
の
法
定
調
査
の
保
安
点
検

を
行
な
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

道
下
地
区

釈

迦

堂

一

丁

目

一

二

O
件

本

新

地

区

八

O
件

駅

前

新

町

一

一

O
件

北

鬼

江

地

区

一

四

O
件

村

木

町

一

O
O件

緑

町

一

四

O
件

そ
の
他
今
ま
で
留
守
で
点
検
で
き
な
か

っ
た
住
宅

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

同
セ
ン
タ
ー
E

M
l
5
3
4
0
番
へ
ど

う
ぞ
。

げ
マ
時
間

l
午
前
9
時
初
分
1
午
後
3

け
時
却
分

げ
マ
対
象

1
妊
婦
、
特
に
初
産
の
方
は

け
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

*

マ
内
容

1
す
こ
や
か
に
生
み
育
て
る

い
た
め
に
必
要
な
学
習

れ
マ
畳
食
、
ズ
ボ
ン
、
母
子
手
帳
を
ご

い
持
参
く
だ
さ
い
。

A
H
 

け

V
成
人
病
健
康
相
談

げ

マ

3
月
刊
日
附
と
3
月
お
日
附
い
ず

け
れ
も
午
後
1
時
1
3
時

げ
マ
場
所

1
市
役
所
保
健
室

脅合合*
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市勢のうごき (1月末)

市の面積 200. 75hm~ 
海岸線 7.9hm 

世帯数 12，236戸

人口(男) 23，540人
(女) 25，463人

計 49，003人
男女計

24人 23人 47人
12人 20人 32人

46人 42人 88人

34人 42人 76人
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